
9月定例議会

　

９
月
定
例
議
会
は
８
月
28
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で
の
30
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
は
平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
や
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
）
、

条
例
改
正
な
ど
23
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
13
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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社
会
保
障
費
関
連
の
民
生
費
が
歳
出
の
約
３
分
の
１

東
武
動
物
公
園
駅
西
口
周
辺
整
備
進
む

平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算

　　
中
小
企
業
の
多
い
宮
代
町
に
お
い

て
は
、
町
の
経
済
情
勢
や
雇
用
情
勢

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　
　歳

入
お
よ
び
歳
出

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
決
算

額
は
、
93
億
９
，１
７
４
万
円
。
歳

出
決
算
額
は
、
89
億
３
，１
６
４
万
円
。

町
債
の
残
高

　
平
成
25
年
度
の
町
債
発
行
額
は
８

億
20
万
円
。
こ
の
う
ち
土
木
債
な

ど
普
通
債
が
２
億
３
，６
２
０
万
円
、

臨
時
財
政
対
策
債
が
５
億
６
，４
０

０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

基
金
の
残
高

　
平
成
25
年
度
末
の
基
金
の
残
高
は
、

16
億
８
，７
３
０
万
円
で
あ
り
、
平

成
24
年
度
比
２
，７
９
３
万
円
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
決
算
の

結
果
は
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
い
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
少

子
高
齢
化
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
よ
り
、
歳
入
の
減
少
と
国
保
や
後

期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
繰
出
金

を
含
め
他
社
会
保
障
費
関
連
の
歳
出

が
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
総
括
意

見
と
し
て
歳
入
増
加
と
経
常
経
費
の

削
減
合
理
化
、
事
務
効
率
の
向
上
に

一
層
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
、
次

の
要
望
を
い
た
し
ま
す
。

① 

第
４
次
宮
代
町
総
合
計
画
の
平
成

25
年
度
に
予
定
し
て
い
た
実
行
計

画
の
工
程
は
、
順
調
に
達
成
し
て

い
る
の
で
、
今
後
の
工
程
も
着
実

に
推
進
し
て
下
さ
い
。

② 

町
税
収
納
率
の
向
上
の
た
め
、
普

通
徴
収
と
特
別
徴
収
の
移
行
時
期

に
き
め
細
や
か
な
対
応
を
望
み
ま

す
。
ま
た
、
各
課
の
横
の
連
携
も

重
視
し
、
不
納
欠
損
額
の
減
少
・

収
入
未
済
額
の
さ
ら
な
る
圧
縮
に

努
め
て
下
さ
い
。

③ 
国
・
県
な
ど
各
種
補
助
金
メ
ニ
ュ

ー
事
業
を
よ
り
一
層
研
究
・
活
用

し
、
町
民
に
喜
ば
れ
る
事
業
を
拡

大
し
て
下
さ
い
。

④ 

宮
代
町
の
定
住
人
口
の
増
加
に
つ

な
が
る
道
仏
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
、
東
武
動
物
公
園
駅
西
口
・

東
口
周
辺
整
備
事
業
は
、
順
調
に

進
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
事
業
を

推
進
し
て
下
さ
い
。

⑤ 

社
会
的
弱
者
へ
の
支
援
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
の
整
備
は
、
全
て

の
町
民
が
住
み
や
す
い
環
境
に
つ

な
が
り
、
定
住
人
口
増
ま
で
視
野

に
入
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

⑥ 

高
齢
者
が
質
の
高
い
健
康
的
な
人

生
を
宮
代
町
で
送
る
た
め
の
様
々

な
予
防
プ
ラ
ン
、
健
康
増
進
プ
ラ

ン
の
ほ
か
、
み
や
し
ろ
キ
ラ
キ
ラ

体
操
の
普
及
等
の
あ
ら
た
な
取
り

組
み
を
評
価
し
ま
す
。
六
花
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
安
定
し
た
経

営
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

⑦ 

防
災
と
防
犯
は
共
通
項
が
多
い
と

の
こ
と
で
す
。
自
助
、
共
助
の
意

識
向
上
に
努
め
つ
つ
、
引
き
続
き

拠
点
整
備
に
努
め
て
下
さ
い
。

⑧ 

地
域
の
住
民
と
連
携
し
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
学

校
安
全
対
策
の
更
な
る
強
化
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

監
査
委
員
の
審
査
意
見
か
ら

　

９
月
定
例
議
会
は
「
決
算
議
会
」
と
も
言
わ
れ
、
平
成
25
年
度
一
般
会

計
決
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
（
識
見
者
・
岡
野
裕
美
子
氏
と
議
会
選
出
・
石
井
眞
一
氏
）

の
平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算
審
査
意
見
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
抜
粋
）

決
算
状
況

決
算
の
背
景

ま
と
め



■繰出金… 国民健康保険、介護保険、公共下水道など特別会
計へ出すお金

■補助費… 久喜宮代衛生組合や埼玉東部消防組合に使うお金
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平成25年度一般会計決算　

決
算
特
別
委
員
会
で
検
証

わ
た
し
た
ち
の
税
金
は

ど
う
活
か
さ
れ
た
か

　

平
成
25
年
度
の
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
、
議
長
を
除
き
、
議
員
全

員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。
４
日
間

に
わ
た
り
各
課
ご
と
に
質
疑
し
、

徹
底
検
証
し
ま
し
た
。

　

決
算
の
認
定
は
、
行
政
効
果
の

客
観
的
判
断
と
、
今
後
の
改
善
や

反
省
事
項
の
把
握
と
活
用
が
大
事

で
す
。

●歳入の内訳
93億9,174万円（前年度比0.38％増）

町税（38.1％）
35億8,065万円

県支出金（5.7％）
5億3,229万円

町債（8.5％）
8億20万円

入ってきたお金
93億9,174万円

町税（38.1％）
35億8,065万円

その他（4.1％）
　3億8,066万円

地方消費税（2.4％）2億2,163万円

県支出金（5.7％）
5億3,229万円

繰入金（2.7％）2億5,288万円

国庫支出金（10.1％）
9億5,109万円

地方交付税（21.1％）
19億8,326万円

町債（8.5％）
8億20万円

繰越金（4.0％）
3億7,874万円

諸収入（3.3％）
3億1,030万円

民生費（32.4％）
28億9,005万円衛生費（8.4％）

7億4,542万円 使ったお金
89億3,164万円

民生費（32.4％）
28億9,005万円

その他（0.9％）
8,320万円

労働費（0.1％）

公債費（7.7％）
6億8,857万円

土木費（15.1％）
13億5,083万円

総務費（15.4％）
13億7,723万円

教育費（11.4％）
10億1,710万円

議会費（1.1％）
1億9万円

農林水産業費（2.0％）
1億8,035万円

消防費（5.6％）
4億9,875万円

衛生費（8.4％）
7億4,542万円

●歳出の内訳
89億3,164万円（前年度比0.50％減）

問　

不
納
欠
損
と
収
入
未
済
額
を
合

わ
せ
る
と
１
億
９
，０
０
０
万
円
強

の
税
金
が
入
っ
て
い
な
い
が
。

答　

不
納
欠
損
は
１
６
１
件
１
，２

０
５
万
円
。
収
入
未
済
額
は
25
年
度

は
１
，１
６
１
件
、
滞
納
繰
越
分
の

合
計
は
２
，２
９
０
件
。

問　

個
人
町
民
税
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

個
人
町
民
税
は
納
税
義
務
者
は

１
５
８
人
増
え
た
が
、
税
収
は
６
２

８
万
円
の
減
額
。
減
額
の
要
因
は
、

年
収
が
比
較
的
高
い
団
塊
世
代
が
退

職
に
よ
り
公
的
年
金
所
得
者
に
変
わ

り
、
給
与
所
得
者
の
１
人
当
た
り
総

所
得
金
額
が
下
が
っ
た
こ
と
。
年
金

支
給
額
の
引
き
下
げ
も
あ
る
。

問　

法
人
税
は
増
え
て
い
る
が
。

答　

８
８
６
万
円
増
。
全
体
的
に
は

若
干
の
増
。
増
額
の
大
き
な
要
因
は

乗
馬
ク
ラ
ブ
を
経
営
す
る
企
業
が

23
年
４
月
に
町
内
に
事
務
所
を
設
け
、

新
規
に
多
額
の
納
付
が
あ
っ
た
。

問　

町
民
全
体
の
総
所
得
額
は
。

答　

平
成
20
年
が
４
８
３
億
円
、
毎

年
減
少
し
、
25
年
は
４
２
９
億
円
。

問　

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換

し
た
維
持
コ
ス
ト
の
低
減
化
と
あ
る

が
、
具
体
的
に
は
。

答　

ま
ず
電
気
料
が
安
い
。
さ
ら
に

蛍
光
灯
よ
り
耐
用
年
数
が
長
い
か
ら
、

今
後
の
修
繕
費
用
が
減
る
。

問　

電
気
料
は
平
成
22
年
が
５
５
４

万
円
、
毎
年
高
く
な
り
25
年
は
９
５

９
万
円
。
防
犯
灯
が
増
え
た
の
か
。

答　

夜
間
に
使
う
定
額
料
金
が
上
が

っ
た
。
蛍
光
灯
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
も

っ
と
高
く
な
っ
て
い
た
。

問　

町
が
把
握
し
て
い
る
空
き
家
は
。

答　

平
成
24
年
に
空
き
家
の
現
地
調

査
を
行
っ
た
。
水
道
を
休
止
し
て
い

る
家
が
１
，７
０
０
件
。
見
て
歩
い

て
管
理
不
全
、
問
題
が
あ
る
と
把
握

し
た
件
数
は
63
件
。

問　

桜
ベ
ン
チ
は
特
注
品
だ
か
ら
20

万
円
も
か
か
る
。
あ
れ
ほ
ど
の
も
の

が
必
要
な
の
か
。

答　

費
用
が
か
か
っ
て
い
る
の
は
事

実
。
作
っ
た
も
の
は
み
ん
な
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
広
報
等
で
よ
く
宣
伝

を
す
る
。

町　　税町　　税

生活・環境生活・環境

主な税収

主な使いみち
●防犯活動事業 4,626万円

●防災活動事業 2,565万円

●交通安全対策事業 1,187万円

●緑の推進事業 462万円

●宮代町の魅力推進事業 263万円

町
税
は
、
わ
ず
か
に
増
え
て
い
る

増
え
続
け
る
空
き
家
の
状
況
は

■歳出の性質別内訳

0

5

10

15

20
（億円）

16
億

３
４
４
万
円
（
　
％
）

16
億
２
，０
０
１
万
円
（　

％
）

13
億
３
，２
５
４
万
円
（　

％
）

14
億
１
，２
７
４
万
円
（　

％
）

18.018.1 14.915.8

12
億
４
，７
２
８
万
円
（　

％
）

７
億
８
，３
４
０
万
円
（　

％
）

６
億
８
，８
５
７
万
円
（　

％
）

１
億
６
，４
９
０
万
円
（
　
％
）

７
，８
７
２
万
円
（　

％
）
そ
の
他

積
立
金

公
債
費

　
補
助
費

物
件
費

扶
助
費

人
件
費

繰
出
金

事
業
費

普
通
建
設

14.0 8.8 7.7 1.8 0.9

●平成25年度一般会計決算

25年度 収入済額 増減 収納率
町 民 税 17億8,943万円 159万円 94.0％
固定資産税 14億 928万円 2,252万円 95.1％
軽自動車税 4,273万円 154万円 94.6%
町たばこ税 2億 276万円 813万円 100.0％
都市計画税 1億3,643万円 445万円 96.7％

計 35億8,065万円 3,825万円 94.9％
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問　

町
民
体
育
祭
は
毎
年
参
加
者
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
対
策
は
。

答　

体
育
協
会
と
連
携
し
て
進
め
て

い
る
。
出
場
し
や
す
い
種
目
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。

問　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

公
表
は
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

学
校
間
、
地
域
間
の
序
列
や
競
争
も

生
じ
か
ね
な
い
。

問　

図
書
館
管
理
は
評
判
が
い
い
。

時
間
延
長
な
ど
の
要
望
は
。

答　

特
に
な
い
。
利
用
者
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
毎
年
実
施
し
運
営
に
生

か
せ
る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。
蔵
書

は
毎
年
８
，０
０
０
冊
ぐ
ら
い
購
入

し
、
５
，０
０
０
冊
ぐ
ら
い
古
い
本

を
処
分
し
て
い
る
。

問　

教
育
委
員
会
の
土
日
・
夜
間
開

催
。
開
か
れ
た
会
議
の
状
況
は
。

答　

図
書
館
で
３
回
、
土
日
開
催
し

た
が
傍
聴
者
は
ゼ
ロ
。
会
場
の
選
び

方
、
表
示
の
仕
方
を
工
夫
し
た
い
。

問　

給
食
食
材
の
利
用
は
。

答　

全
体
使
用
量
に
対
し
て
地
場
産

は
44
％
。
前
年
よ
り
増
え
た
。

問　
「
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
」
の
借
地

契
約
期
間
は
平
成
30
年
度
ま
で
。
来

年
休
館
に
し
て
無
駄
に
借
地
料
を
払

う
の
か
。

答　

福
祉
課
の
担
当
は
運
用
面
。
借

地
料
に
つ
い
て
は
お
答
え
で
き
な
い
。

問　

み
や
し
ろ
保
育
園
、
国
納
保
育

園
の
正
職
員
・
臨
時
職
員
は
。

答　

み
や
し
ろ
保
育
園
は
正
職
員
10

名
、
臨
時
職
員
13
名
、
看
護
師
１
名
。

国
納
保
育
園
は
正
職
員
10
名
、
臨
時

職
員
12
名
、
看
護
師
１
名
。

問　

臨
時
職
員
の
経
験
加
算
は
。

答　

経
験
加
算
は
な
い
。
何
年
も
勤

め
て
い
る
方
も
急
に
雇
用
に
な
っ
た

方
も
賃
金
は
同
じ
。

問　

地
域
敬
老
会
は
参
加
者
が
増
え

て
楽
し
い
姿
が
見
え
る
。
町
が
い
ろ

ん
な
事
業
を
自
治
会
に
移
行
し
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
地
域
に
事
業
の
負
担

を
か
け
て
い
い
の
か
。

答　

実
施
に
当
た
っ
て
は
区
長
、
班

長
の
負
担
は
大
変
な
も
の
と
思
う
。

で
き
る
限
り
お
願
い
し
た
い
。

問　

農
業
担
い
手
塾
は
２
０
０
万
円

の
経
費
を
年
々
使
っ
て
い
る
。
塾
生

は
何
名
で
、
そ
の
う
ち
何
名
が
農
業

に
従
事
し
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
14
年
度
か
ら
の
「
ル
ー
キ

ー
農
業
塾
」
の
こ
ろ
は
大
体
定
年
退

職
に
近
い
方
11
人
を
受
け
入
れ
た
。

そ
の
う
ち
９
人
が
就
農
認
定
を
受
け
、

現
在
も
営
農
活
動
を
し
て
い
る
の
は

５
人
。
長
く
定
着
し
て
営
農
活
動
を

続
け
て
も
ら
い
た
い
と
、
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
て
事
業
を
再
構
築
し
た
。

問　

着
地
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど

こ
に
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
。

答　

Ｐ
Ｒ
事
業
。
緊
急
雇
用
事
業
で

実
施
し
て
い
る
。
半
分
以
上
は
人
件

費
。
そ
れ
と
印
刷
物
な
ど
の
経
費
。

問　

集
落
営
農
の
実
施
に
は
地
域
を

含
め
た
合
意
が
必
要
。
説
明
会
の
あ

り
方
は
。

答　

町
内
を
３
地
区
ぐ
ら
い
に
分
け

て
、
集
落
営
農
、
担
い
手
の
考
え
方

を
説
明
。
要
望
が
あ
れ
ば
、
も
う
少

し
細
か
い
単
位
の
地
区
で
話
を
し
て

い
き
た
い
。

教育・文化教育・文化 健康・福祉健康・福祉

産業・建設産業・建設

主な使いみち 主な使いみち

主な使いみち

●総合運動公園管理事業 7,861万円

●小中学校学力向上推進事業 3,861万円

●学校給食運営管理事業 3億 600万円

●図書館管理運営事業 8,759万円

●小中学校再編計画策定事業 65万円

●障害者総合支援事業 4億6,280万円

●こども医療費支給事業 8,404万円

●自然の森施設管理運営事業 1,585万円

●地域敬老会支援事業 815万円

●子育て支援推進事業 814万円

●動物公園駅西口周辺整備事業 2億9,550万円

●新しい村管理運営事業 2,792万円

●農業生産基盤整備事業 1,058万円

●明日の農業担い手支援事業 952万円

●ウエルカム宮代事業 981万円

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
公
表
は

今
後
の
借
地
料
は
ど
う
な
る
の
か

集
落
営
農
の
説
明
対
象
は
全
地
区
に

●平成25年度一般会計決算 ●平成25年度一般会計決算

丸藤栄一 議員
　財政の余裕を示す〝経常収支比率〟は県内
23町村で下から２番目。改善が必要。負債残
高の圧縮を図り、一般財源は町民の暮らし、
福祉に回すことを求める。

加納好子 議員
　市民感覚でいう費用対効果があるか。やみ
くもに事業をこなした感が否めず、賛成でき
ない。リーディング事業において、担当課そ
のものが目指すべき姿を見失っていないか。

小河原正 議員
　問題は管理面。例えば、平成24年12月14日、
ほとんどの管理職が休暇を取得して早退し、
温泉に行った件。また社会的弱者への支援は
一定の評価はするが、高齢者対策では支援不
足と考える。

飯山直一 議員
　人口減少に歯止めがかかってきた。東武動
物公園駅西口も来年3月のオープンに向け順
調に工事が進んでいる。職員200人体制に向
けて一層の取り組みの推進を期待し賛成する。

伊草弘之 議員
　人口減少、高齢化という予測できる未来に
対し、解決できるよう第4次総合計画の構想
に基づき策定された個々の前期実行計画を着
実に前進させた。堅実な財政運営が求められ
る。

金子正志 議員
　20数年前、議長が「道路を作って産業育成
しないと、宮代町はご隠居村になってしまう」
と。住宅・駅周辺整備。非常にいい事業だ。
生きた税金の使い方をして、活性化を望む。

町民の暮らしを守り、応援すること

多くの町民の利益になったか

政治的、道義的責任を明らかに

環境に応じ臨機応変に対処すること

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論

討
論
討
論反対です

賛成です討
論
討
論

予算の方針に従って着実に

生きた税金の使い方を望む



平成25年度特別会計・企業会計決算

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
認
定
〉

歳
入 
42
億
１
，１
３
８
万
円

歳
出 
41
億
３
，４
６
１
万
円

　

平
成
25
年
度
末
の
国
民
健

康
保
険
加
入
世
帯
は
５
，
９

６
７
世
帯
で
総
世
帯
に
占
め

る
割
合
（
加
入
率
）
は
43
・

３
％
。
被
保
険
者
は
１
０
，

２
７
４
人
で
総
人
口
に
占
め

る
割
合
（
加
入
率
）
は
30
・

９
％
と
な
っ
た
。

　

加
入
者
の
高
齢
化
や
所
得

水
準
の
低
下
、
医
療
の
高
度

化
な
ど
、
医
療
費
の
増
加
は

依
然
と
し
て
国
保
財
政
を
圧

迫
。
歳
入
不
足
を
補
う
た
め

一
般
会
計
か
ら
１
億
９
，
１

５
１
万
円
の
法
定
外
繰
り
入

れ
を
行
っ
た
。

問　

国
保
税
の
１
世
帯
当
た

り
の
平
均
額
と
滞
納
者
数
は
。

答　

14
万
１
，
９
１
５
円
で

滞
納
世
帯
は
１
，
２
９
８
世

帯
と
な
っ
て
い
る
。

問　

国
保
加
入
者
の
１
世
帯

当
た
り
の
平
均
所
得
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

１
３
７
万
７
，
７
０
５

円
と
な
っ
て
い
る
。

問　

不
納
欠
損
（
未
納
に
よ

る
欠
損
）
の
内
容
は
。

答　

倒
産
・
財
産
な
し
が
60

世
帯
、
生
活
困
窮
世
帯
が
30

世
帯
、
所
在
不
明
が
28
世
帯
、

死
亡
に
よ
る
相
続
人
な
し
が

５
世
帯
。
合
計
１
２
３
世
帯

で
金
額
は
１
，
１
３
４
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
山
下
秋
夫
議
員

　

国
保
税
は
５
世
帯
の
う
ち

１
世
帯
で
払
え
な
い
で
い
る
。

短
期
保
険
者
証
の
発
行
も
07

年
度
は
10
件
が
、
13
年
度
で

は
１
５
１
件
と
15
倍
に
な
っ

て
い
る
。
国
保
税
を
納
め
ら

れ
な
い
人
が
増
え
て
お
り
、

一
般
会
計
か
ら
繰
入
額
を
増

や
し
、
誰
も
が
払
え
る
国
保

税
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
加
納
好
子
議
員

　

賛
成
理
由
は
「
産
科
医
療

保
障
制
度
」
の
一
部
見
直
し
。

出
産
時
の
事
故
に
よ
る
重
傷

脳
性
ま
ひ
児
及
び
そ
の
家
族

を
補
償
す
る
制
度
で
あ
る
が
、

自
治
体
が
負
担
す
る
保
険
料

は
保
険
会
社
の
剰
余
金
を
膨

ら
ま
せ
た
。
今
後
、
保
険
料

が
3
万
円
か
ら
１
万
６
千
円

に
な
る
こ
と
は
一
歩
前
進
。

　
　
　
　
　
　
中
野
松
夫
議
員

　

徴
収
対
策
に
重
点
を
置
き
、

税
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

特
定
健
康
診
査
で
は
、
未
受

診
者
へ
の
勧
奨
通
知
な
ど
を

行
い
、
受
診
率
の
向
上
を
図

っ
て
疾
病
の
予
防
、
町
民
の

健
康
維
持
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
使
用
し
、
医
療
費
の
抑

制
に
努
め
て
い
る
。

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
認
定
〉

歳
入 

23
億
４
，０
８
５
万
円

歳
出 

22
億
２
，０
２
８
万
円

　

平
成
25
年
度
末
の
各
種
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
７
７

一
般
会
計
か
ら
法
定
外
繰
入
は
１
億
９
，１
５
１
万
円

　

国
民
健
康
保
険

　

介
護
保
険

国
保
加
入
者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
な
ど
で
医
療
費
が
増
加

主
な
質
疑

●平成25年度特別会計・企業会計決算

５
人
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
が
82
人
。
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
２
２
２
人
。

問　

普
通
徴
収
保
険
料
の
徴

収
率
が
下
が
っ
て
い
る
が
。

答　

一
定
額
以
上
の
公
的
年

金
を
受
給
す
る
特
別
徴
収
の

被
保
険
者
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
一
方
、
収
入
額
が
少

額
で
納
期
内
に
完
納
が
困
難

な
普
通
徴
収
の
被
保
険
者
の

未
納
が
増
加
し
た
た
め
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
山
下
秋
夫
議
員

　

第
５
期
の
介
護
保
険
料
は

基
準
と
な
る
第
４
段
階
で
年

間
５
万
７
，
８
１
６
円
。
前

回
比
で
１
万
４
，
０
０
０
円

（
32
％
）
も
の
引
き
上
げ
と

な
っ
た
こ
と
。

　

ま
た
、
第
５
段
階
の
所
得

が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
た

ち
の
占
め
る
割
合
が
、
約
９

割
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で

は
年
金
の
低
い
高
齢
者
や
低

所
得
者
は
払
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
中
野
松
夫
議
員

　

介
護
予
防
健
康
づ
く
り
活

動
と
し
て
、
キ
ラ
キ
ラ
体
操

の
制
作
、
地
域
交
流
サ
ロ
ン

の
立
ち
上
げ
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
に
対
す
る

認
知
症
予
防
講
座
な
ど
も
開

催
さ
れ
、
少
し
で
も
介
護
を

受
け
な
い
で
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防

に
努
め
た
政
策
が
進
め
ら
れ

て
き
て
い
る
。

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
認
定
〉

歳
入 

３
億
５
，２
７
５
万
円

歳
出 

３
億
４
，６
３
８
万
円

　

平
成
25
年
度
末
の
被
保
険

者
数
は
、
３
，
８
２
５
人
で

前
年
度
比
２
２
７
人
増
。
総

人
口
に
占
め
る
割
合（
加
入

率
）は
、
11
・
５
％
と
な
っ
た
。

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
認
定
〉

歳
入 

９
億
１
，１
２
１
万
円

歳
出 

８
億
７
，７
５
５
万
円

　

道
仏
土
地
区
画
整
理
地
内

の
約
2.8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
管
き

ょ
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

問　

日
本
工
業
大
学
に
対
す

る
過
料
の
件
は
、
単
な
る
無
届

け
で
使
用
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
済
ま
せ
ら
れ
る
の
か
。

答　

過
料
は
、
条
例
で
は
流

し
た
量
の
５
倍
ま
で
請
求
で

き
る
と
あ
る
。
し
か
し
、
町

の
顧
問
弁
護
士
と
相
談
し
た

結
果
、
大
学
側
に
悪
意
は
な

い
こ
と
。
自
己
申
告
を
し
て

い
る
こ
と
。
流
量
計
を
約
１
，

０
０
０
万
円
の
負
担
で
自
ら

設
置
す
る
こ
と
な
ど
、
総
合

的
に
判
断
し
、
９
９
５
万
円

を
請
求
し
た
。

〈
全
会
一
致
で
認
定
〉

　

歳
入 

５
，６
４
４
万
円

　

歳
出 

５
，０
７
４
万
円

　

施
設
整
備
も
完
了
し
、
全

面
供
用
開
始
を
し
て
い
る
。

本
年
度
は
排
水
施
設
の
適
正

な
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
認
定
〉

●
収
益
的
収
支

収
益
的
収
入
７
億
９
，１
３
５
万
円

収
益
的
支
出
６
億
８
，１
３
４
万
円

純
利
益　
　

１
億
１
，０
０
１
万
円

　

純
利
益
は
、
未
処
分
利
益

剰
余
金
と
し
て
積
立
金
へ
積

み
立
て
ま
し
た
。

●
資
本
的
収
支

資
本
的
収
入　
　

６
，４
３
８
万
円

資
本
的
支
出
２
億
４
，６
４
２
万
円

不
足
額　
　

１
億
８
，２
０
４
万
円

　

不
足
す
る
額
は
、
過
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど

で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
業
務
量
は

給
水
人
口
３
３
，
２
１
２
人

（
0.5
％
増
）、
給
水
件
数
１
３
，

７
８
６
件
（
１
６
３
件
増
）、

年
間
総
給
水
量
４
４
７
万
７
，

６
０
６
㎥
（
3.2
％
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

問　

有
収
率
が
前
年
度
の

80
・
５
％
か
ら
77
・
６
％
へ

と
落
ち
て
い
る
が
。

答　

に
ご
り
水
が
蛇
口
か
ら

出
る
な
ど
の
苦
情
を
受
け
、

水
質
が
悪
い
エ
リ
ア
の
配
水

管
の
中
に
あ
る
水
を
捨
て
る

作
業
、
洗
管
作
業
が
多
く
実

施
し
た
こ
と
か
ら
低
下
し
た

も
の
と
考
え
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業

　

水
道
事
業

後
期
高
齢
者
医
療

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

公
共
下
水
道
事
業

みやしろ議会だよりNo.92 8みやしろ議会だよりNo.929
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地
域
で
つ
く
る
子
育
て
支
援
に
宮
代
町
の
基
準
を
条
例
化

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度　
平
成
27
年
４
月
ス
タ
ー
ト

す
べ
て
の
子
ど
も
に
最
善
の
利
益
を

　

平
成
27
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
は
、

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
終

え
、「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

地
域
協
議
会
」
が
進
行
中
で
す
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、「
計

画
」
策
定
に
先
立
ち
条
例
で
基
準
を

定
め
ま
す
。

　

関
連
す
る
条
例
案
が
５
件
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条例審議

　
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、子
ど
も・

子
育
て
に
か
か
る
課
題
を
解
決
し
、

地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
良
質

な
保
育
の
場
を
確
保
す
る
た
め
に
国

が
法
を
定
め
ま
し
た
。
新
た
な
財
源

と
し
て
消
費
税
の
増
税
分
が
充
て
ら

れ
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
地
域
の

就
学
前
の
児
童
お
よ
び
小
学
生
の

い
る
家
庭
の
ニ
ー
ズ
調
査
か
ら
、
子

育
て
で
求
め
ら
れ
る
要
望
を
つ
か
み
、

宮
代
町
の
将
来
の
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン

を
み
ん
な
で
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
認
可
外
保
育
所
と
言
わ
れ

て
い
た
家
庭
的
保
育
事
業
、
小
規
模

保
育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
、

事
業
所
内
保
育
事
業
が
、
市
町
村
に

よ
る
認
可
事
業
と
な
る
た
め
、
設
備
、

運
営
に
関
す
る
基
準
を
条
例
で
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

　
利
用
す
る
乳
幼
児
が
明
る
く
衛
生

的
な
環
境
に
お
い
て
、
健
や
か
に
育

成
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
し
ま
す
。

●
小
規
模
保
育
事
業
所

面
積　

乳
児
ま
た
は
満
2
歳
に
満
た

な
い
幼
児
が
利
用
す
る
乳
児
室
、
ほ

ふ
く
室
の
面
積
は
3.3
㎡
以
上
、
2
歳

以
上
の
保
育
室
は
1
・
98
㎡
を
基
準

と
す
る
。

保
育
士
等
の
職
員　
『
Ａ
型
』
に
お

け
る
職
員
配
置
は
乳
児
3
人
に
保
育

士
1
人
。
満
1
歳
〜
3
歳
未
満
に
は

6
人
に
保
育
士
1
人
、
満
3
歳
4
歳

未
満
に
は
お
お
む
ね
20
人
に
保
育
士

1
人
、
満
4
歳
以
上
に
は
、
お
お
む

ね
30
人
に
つ
き
保
育
士
1
人
。

　
『
Ｂ
型
』
は
Ａ
型
と
配
置
基
準
が

違
う
。
Ａ
型
は
保
育
に
あ
た
る
も
の

は
全
員
保
育
士
で
あ
る
こ
と
が
条
件

だ
が
、
Ｂ
型
は
保
育
に
あ
た
る
者
の

半
数
以
上
が
保
育
士
。
そ
の
他
は
保

育
に
つ
い
て
の
研
修
を
受
講
し
た
も

の
で
よ
い
。

●
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業

　

保
育
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
保
育

者
が
訪
問
し
、
保
育
に
あ
た
る
。
障

が
い
、疾
病
等
の
程
度
を
勘
案
し
て
、

集
団
保
育
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
乳

幼
児
に
対
す
る
保
育
で
あ
る
。こ
と
、

母
子
家
庭
等
に
お
い
て
保
護
者
が
夜

間
勤
務
に
従
事
す
る
場
合
へ
の
対
応

と
し
て
の
保
育
。

●
事
業
所
内
保
育
事
業

　

企
業
が
主
と
し
て
従
業
員
へ
の
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
策
と
し
て

従
業
員
の
子
供
を
保
育
す
る
。

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

面
積　

学
童
保
育
に
要
す
る
面
積

は
、児
童
１
人
に
つ
き
お
お
む
ね
１
・

65
㎡
以
上
を
基
準
と
す
る
。

職
員　

学
童
保
育
所
の
放
課
後
児
童

支
援
員
は
、
支
援
の
単
位
ご
と
に

２
人
以
上
と
し
、
そ
の
う
ち
１
人
は

補
助
員
を
も
っ
て
替
え
る
事
が
で
き

る
。

　

こ
れ
ま
で
児
童
福
祉
法
に
よ
り
10

歳
ま
で
が
保
育
の
対
象
と
し
て
い
た

が
、
改
正
に
よ
り
小
学
生
の
全
学
年

を
対
象
と
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
指
導
員
は
保
育
士
ま
た

は
教
育
員
の
資
格
の
あ
る
も
の
と
し

て
い
た
が
、
新
基
準
で
は
支
援
員
ま

た
は
補
助
員
も
資
格
を
有
す
る
。

問　

保
育
料
は
変
わ
る
の
か
。

答　

今
の
段
階
で
示
せ
な
い

が
、
同
額
に
な
る
と
思
う
。

問　

保
育
者
の
資
格
が
一
部

不
要
と
な
る
が
。

答　

認
可
基
準
に
付
随
し
て

決
め
、
配
置
し
て
い
き
た
い
。

特
に
小
規
模
保
育
事
業
に
つ

い
て
、
Ａ
型
は
保
育
所
の
民

営
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
あ

く
ま
で
保
育
士
の
資
格
を
有

す
る
。
Ｂ
型
は
中
間
型
な
の

で
、
２
分
の
１
以
上
の
保
育

士
が
必
要
で
あ
り
、
Ｃ
型
は

家
庭
的
保
育
者
と
い
う
こ
と

で
、
研
修
等
を
受
け
た
も
の

で
も
当
た
れ
る
。
そ
れ
以
外

の
家
庭
的
保
育
事
業
に
つ
い

て
も
基
準
的
に
は
Ｃ
型
と
同

じ
考
え
方
で
あ
る
。

問　

地
域
型
保
育
は
２
歳
未

満
の
子
が
多
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
給
食
は
自
園
調
理
で

離
乳
食
ア
レ
ル
ギ
ー
食
に
き

め
細
か
く
対
応
す
べ
き
で
は
。

答　

い
ず
れ
の
事
業
も
自
園

方
式
が
基
本
で
あ
る
。

問　

順
序
と
し
て
、
議
案
に

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
地
域
協
議
会
」
の
意
見
を

反
映
さ
せ
、
上
程
す
る
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
。

答　

進
行
中
の
協
議
会
に
説

明
は
し
た
。

問　

町
独
自
の
基
準
は
。
特

に
自
然
環
境
の
中
で
の
保

育
・
幼
児
教
育
な
ど
は
ど
う

な
の
か
。

答　

耐
震
基
準
な
ど
は
盛
り

込
ん
だ
が
、
自
然
環
境
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

今
回
の
制
度
変
更
は
、

複
雑
す
ぎ
て
利
用
者
に
と
っ

て
分
か
り
に
く
い
。

答　

10
月
の「
広
報
み
や
し

ろ
」
で
、
情
報
提
供
し
、
さ

ら
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
出
向
き
、
利
用
者
へ
内
容

の
説
明
を
し
て
い
る
。

反
対
討
論 

山
下
秋
夫
議
員

　
現
行
の
保
育
所
の
基
準
を

下
回
っ
て
お
り
、
保
育
に
格

差
が
出
る
懸
念
が
あ
る
。
保

育
士
の
配
置
要
件
も
認
可
保

育
所
と
比
べ
甘
く
、
事
故
な

ど
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。

賛
成
討
論 

加
納
好
子
議
員

　
新
制
度
は
町
の
事
情
を
踏

ま
え
、
特
徴
を
内
外
に
発
信

す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
保

育
の
人
材
確
保
に
努
力
し
て

ほ
し
い
。

新
制
度
の
目
指
す
も
の

設
け
ら
れ
た
お
も
な
基
準

こ
れ
ま
で
の
作
業

条
例
の
目
的

主
な
質
疑
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小学校1年生と中学校3年生
エアコン設置決まる！

賛成７：反対５で可決

問　

年
間
光
熱
費
以
外
に
、

地
方
債
の
償
還
な
ど
含
め
て

ど
れ
ぐ
ら
い
増
え
る
の
か
。

答　

13
年
間
で
の
償
還
と
い

う
試
算
で
は
あ
る
が
、
概
ね

年
間
１
，３
０
０
万
円
程
度
。

問　

財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

当
初
予
算
で
も
財
調
取

り
崩
し
は
3
億
円
か
ら
4
億

円
、
上
限
で
も
4
億
円
。
そ

れ
以
上
い
っ
て
し
ま
う
と
財

政
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
く

る
。
限
ら
れ
た
予
算
の
な
か

で
あ
ら
ゆ
る
見
直
し
を
し
て

い
く
。
そ
う
し
た
な
か
で
、

や
は
り
上
限
が
3
億
5
千
万

円
程
度
で
あ
る
。

問　

ガ
ス
の
供
給
業
者
を
ど

の
よ
う
に
選
定
す
る
の
か
。

答　

地
元
業
者
の
育
成
、
配

慮
と
い
う
の
は
十
分
念
頭
に

入
れ
た
上
で
、
町
内
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

将
来
を
見
据
え
た
設
計
、

工
事
と
な
っ
て
い
る
か
。

答　

ま
だ
先
の
状
況
が
固
ま

っ
た
段
階
で
設
計
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
現
状
と
し
て
は
、

全
て
を
見
据
え
た
よ
う
な
配

管
を
し
て
い
な
い
。

問　

残
り
75
台
分
の
積
算
、

設
計
見
積
も
り
の
予
定
は
。

答　

全
体
と
し
て
の
財
源
調

整
や
正
確
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
組
め
て
い
な
い
。
こ
れ
か

ら
内
部
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　

エ
ア
コ
ン
設
置
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
修
繕

な
ど
に
影
響
は
な
い
か
。

答　

教
育
委
員
会
と
し
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
性
に
応
じ

て
要
求
し
て
い
き
た
い
。
そ

の
な
か
で
判
断
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
考
え
る
。

問　

年
間
光
熱
費
は
夏
と
冬

の
冷
暖
を
想
定
し
た
も
の
か
。

答　

夏
冬
の
使
用
で
算
出
し

た
も
の
で
あ
る
。

問　

今
後
、
扇
風
機
は
ど
う

す
る
の
か
。

答　

夏
場
で
は
、
エ
ア
コ
ン

を
使
う
ま
で
に
至
ら
な
い
け

ど
も
、
空
気
を
動
か
し
た
方

が
環
境
と
し
て
適
切
で
あ
る

状
況
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
冬
場
で
は
、
温
か

い
空
気
が
上
の
ほ
う
に
た
ま

り
や
す
い
の
で
、
回
す
こ
と

に
よ
っ
て
環
境
を
整
え
る
効

果
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

エ
ア
コ
ン
の
電
源
は
各

ク
ラ
ス
の
先
生
の
判
断
に
任

せ
る
の
か
。

答　

使
用
基
準
、
目
安
を
定

め
て
学
校
に
お
任
せ
す
る
の

が
一
般
的
な
運
用
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
校
長
先
生
な
ど

の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
整

理
し
て
い
き
た
い
。

金子 正志議員

　現在宮代町では公共施設、小中学校の再編
案を練っている。公共施設マネージメント計
画によると、現状維持はしない方針である。
小中学校の中核施設化、廃止、売却など、こ
れからどうするか話し合っているときにエア
コンを急ぐ必要はないはず。ましてや財源が
厳しいのは皆さんもおわかりのとおりであ
る。今後のエアコン設置も含めて反対する。

合川 泰治議員
　財政状況としては依然厳しさを増してい
る。大きな要因としては年々増加する社会
保障費が今後5年間で約4億円の増加が見
込まれている。また、学校からは強い要
望があがっていない。唯一あったのは図書
室への設置だけである。町長が「予算も台
数もこれしかないが現場で考えて適切なと
ころに設置してほしい」とすればよかった。
先行き不透明な中でのエアコン設置には反
対する。

田島 正徳議員
　１つは、3年間で小中学校にエアコンを
全部いれるという財源を確保していない。
　２つは、保護者から不満の声がある。十
分な話し合いが行われていないと思う。
　３つは、厳しい財政状況のなかで、5年、
10年のビジョンを持っているのか疑問に
思う。学校再編や備品の更新、施設の老朽
化のほうが優先順位が高いと思う。優先順
位の明確さがない以上エアコン設置に反対
する。

討
論
討
論反対です

反対討論

反対討論

反対討論

主
な
質
疑

事 業 の 概 要
《工事請負工事》

4,200万円（小中学校25教室分）
GHP空調機器（ガス方式）を設置

《すべて整備した場合》

年間光熱費 整備事業費

25教室（今回） 256万円 4,200万円

全教室（推定） 848万円 2億4,000万円

大学と連携して　　　
議会を活性化

関心のもてる　　　　
表紙を目指して

　議会活性化のため、福島大学と連携して
いる福島県会津美里町を訪れました。具体
的に町民の知る権利の拡充方法など、議会
の活性化と改革のあり方を大学の協力を
得て確立していこうというものです。その
結果、議員全員で議論し、59項目にわた
る提言を行政に対して行っています。

議会　
　運営

議会　
　広報

　昨年度の広報紙全国コンクールで優秀
賞を受賞し、５年連続で入賞している群馬
県吉岡町を訪れました。
　特に留意しているのは、手に取ったとき
に強く関心をもつような表紙。町民の意見
を取り入れるためのモニター制度を導入
するなど、ほかにない優れた取り組みを行
っています。

行　政　視　察
委員会報告

群馬県吉岡町

福島県会津美里町
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一 般 質 問

山
下
秋
夫　

議
員

臨時職員の賃金を時給1,000円に！

問 

学
童
保
育
所
の
床
面
積
の
基

準
と
施
設
は
十
分
と
考
え
る
か
。

答 

福
祉
課
長　

児
童
１
人
に
つ

き
約
１
・
65
㎡
以
上
で
小
学
校
の

敷
地
内
に
開
設
。
県
内
自
治
体
の

中
で
も
条
件
が
良
い
方
で
あ
る
。

問 

網
戸
の
不
備
や
エ
ア
コ
ン
の

容
量
不
足
の
と
こ
ろ
も
あ
る
が
。

答 

福
祉
課
長　

設
備
更
新
を
進

め
て
お
り
、
か
え
で
ク
ラ
ブ
の
エ

ア
コ
ン
は
今
年
度
更
新
す
る
予
定
。

問 

学
童
保
育
指
導
員
の
賃
金
は

資
格
が
あ
っ
て
も
時
給
８
８
０
円

と
低
い
。
臨
時
職
員
も
含
め
、
時

給
１
０
０
０
円
に
す
べ
き
で
は
。

答 

総
務
政
策
課
長　

今
年
４
月

か
ら
時
給
単
価
を
20
円
引
き
上
げ

８
８
０
円
と
し
た
。
今
後
も
近
隣

市
町
や
埼
玉
県
最
低
賃
金
な
ど
を

注
視
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問 

須
賀
小
体
育
館
北
側
の
町
道

５
２
７
号
線
が
大
雨
の
た
び
に
冠

水
す
る
が
、
改
善
を
求
め
る
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

冠

水
の
原
因
は
調
査
し
て
な
い
の
で

特
定
は
難
し
い
。
し
か
し
冠
水
注

意
の
喚
起
や
通
行
止
の
看
板
の
設

置
な
ど
の
対
策
は
講
じ
て
い
る
。

問 

県
道
さ
い
た
ま
・
幸
手
線
の

国
納
橋
の
耐
震
化
工
事
と
和
戸
交

差
点
の
進
ち
ょ
く
状
況
、
国
納
橋

の
架
設
の
歩
道
橋
設
置
状
況
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

国

納
橋
は
平
成
27
年
度
中
に
発
注
、

完
了
予
定
。
架
設
の
歩
道
橋
は
設

置
も
含
め
同
時
に
施
工
が
で
き
る

か
精
査
中
。
和
戸
交
差
点
は
買
収

で
き
た
箇
所
か
ら
先
行
し
て
整
備

を
進
め
て
い
く
予
定
と
の
こ
と
。

県
の
最
低
賃
金
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
す
る

学
童
保
育
所
の
設
備
改
善
と

労
働
条
件
の
向
上
を

問 

町
長
公
約
の
な
か
に
「
４
年

た
っ
て
も
動
か
な
い
も
の
に
ス
ピ

ー
ド
テ
コ
入
れ
」
国
道
16
号
ま
で

の
早
期
延
伸
整
備
が
あ
る
が
①
過

去
の
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
春
日
部

市
と
の
交
渉
は
。
②
隼
人
堀
川
ま

で
の
道
路
用
地
と
し
て
の
事
前
買

収
は
。
③
道
路
買
収
の
進
展
は
。

答 

町
長　

公
約
の
一
つ
に
位
置

付
け
て
い
る
。
①
春
日
部
市
長
と

面
談
で
は
、
北
春
日
部
駅
西
口
ま

ち
づ
く
り
は
、
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
構
想
道
路
の
位
置
付

け
は
あ
る
が
市
民
病
院
、
市
役
所

の
建
替
な
ど
財
政
面
か
ら
早
期
に

進
め
る
こ
と
は
難
し
い
旨
の
回
答
。

整
備
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
協

議
し
て
い
く
。
②
国
道
16
号
方
面

へ
の
延
伸
道
路
の
線
形
が
決
ま
っ

て
な
く
、
事
業
の
健
全
化
か
ら
も

先
行
取
得
は
困
難
。
③
自
ら
何
度

か
直
接
話
を
し
て
い
る
。
進
展
は

な
い
状
況
だ
が
、
早
期
買
収
に
向

け
て
継
続
し
て
交
渉
し
て
い
く
。

　

空
き
家
対
策
の
条
例
化
は

問 

全
国
の
空
き
家
は
８
２
０
万

戸
、
５
年
前
の
調
査
か
ら
63
万
戸

増
加
、
空
き
家
率
も
13
・
５
％
に

増
え
た
。
23
年
に
同
議
会
で
は
、

制
定
市
や
近
隣
市
町
の
動
向
を
見

な
が
ら
条
例
を
視
野
に
検
討
す
る
。

つ
い
で
24
年
９
月
議
会
で
は
宮
代

町
に
限
定
し
た
問
題
点
を
見
出
せ

な
い
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
。

答 

町
民
生
活
課
長　
「
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

案
」
の
国
会
制
定
（
法
律
）
を
待

っ
て
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

町の活性化・防災道路として春日部延伸へ

春
日
部
市
長
と
意
見
交
換
し
て
い
く

町
長
公
約
の
春
日
部
方
面
へ
の
進
展
は

飯
山
直
一　

議
員

１．山下 秋夫 議員 ……………………………  P15
① 学童保育設備改善と労働条件の向上
② 須賀小体育館北側、町道527号線の冠水対策
③ 国納橋の進ちょく状況と歩道の整備

２．飯山 直一 議員 ……………………………  P15
① 町道252号線の国道16号までの延伸（第10弾）
② 空き家対策の条例化（第３弾）
③ 地域担当職員制度の導入

３．石井 眞一 議員 ……………………………  P16
①  中島地区新橋通り線（町道第148号線）の拡幅

整備
② 東小学校南側五差路の交通安全対策
③ 商工業活性化基本条例の制定
④  百間地区町道第76号線、須賀島地区町道第57

号線の交通安全対策

４．伊草 弘之 議員 ……………………………  P16
① 第４次総合計画の後期実行計画策定
②  都市計画マスタープランの現在の位置付けと見

直し検討状況
③ 新たな行財政改革

５．田島 正徳 議員 ……………………………  P17
① 新しい村の現状認識
② 障がい者政策
③ 宮代町の財政力指数
④ 宮代町の開発
⑤ 宮代町の熱中症対策

６．中野 松夫 議員 ……………………………  P17
① 町が徴収する税などの算定の検証は
② 公共施設の借地の取り扱いは
③ 地域敬老会への支援は
④ 地域交流サロンの設置は

７．合川 泰治 議員 ……………………………  P18
① 合併アンケート
② 2020年の東京オリンピックに向けて
③ 領土に関するパンフレット
④ 小中学校へのエアコン設置
⑤ 宮代町の特産品

８．金子 正志 議員 ……………………………  P18
① 合併についての住民意識調査

９．関　弘秀 議員  ……………………………  P19
① 町の防災・減災への取り組み
② 発達障害への支援
③ 空き地、空き家対策
④ 臨時給付金の申請状況

10．島村 　勉 議員 ……………………………  P19
① 消防団装備の充実
② 街路樹や私有地の垣根等適正管理
③ 大落古利根川 川のまるごと再生

11．加納 好子 議員 ……………………………  P20
① 人口が増えていることの分析
② ふれ愛センター利用者の今後
③ 女性の労働人口を増やすための支援は
④ 行政のコーディネート機能がものを言う時代
⑤ 既存の住宅地にある４ｍ道路のルール作り

12．小河原　正 議員  …………………………  P20
① 合併意識調査の実施
② 宮代町の環境整備
③ 竜巻・大雨の特別警報
④ 地域再生
⑤ 空き家条例

13．丸藤 栄一 議員 ……………………………  P21
① 東小学校付近の危険な五差路の交通安全対策
② エアコンの設置
③ 子育て支援に力を入れる考えは
④ 合併の意識調査

一般質問項目一覧（抽選順）

町政をただす

　一般質問は９月３日、４日、５日の３
日間おこなわれました。
　13人の議員が登壇し、合併の意識調
査、空き家対策、交通安全対策など49
項目にわたり、町の考えをただしました。
　ここに掲載したものは、質問・答弁と
もに質問者が507字以内にまとめたもの
です。
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一 般 質 問

　

地
域
交
流
サ
ロ
ン
の
設
置
に

　

つ
い
て

問 

①
地
域
交
流
サ
ロ
ン
の
現
状
、

活
動
状
況
は
②
町
の
支
援
、
相
談

体
制
は
③
各
小
学
校
区
域
内
で
３

か
所
で
は
十
分
で
は
な
い
。
設
置

数
の
促
進
は
。
④
今
後
は
。

答 

保
険
健
康
課
長　

町
内
に
は

現
在
、
「
陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」
を

は
じ
め
11
か
所
の
地
域
交
流
サ
ロ

ン
が
あ
る
。
活
動
と
し
て
は
、
月

１
〜
２
回
の
開
催
が
多
く
、
お
茶

や
食
事
を
し
な
が
ら
の
お
話
、
簡

単
な
ゲ
ー
ム
や
健
康
体
操
な
ど
、

参
加
す
る
皆
さ
ん
が
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
る
。

　

小
規
模
サ
ロ
ン
の
要
望
が
多
く

あ
り
、
町
民
ニ
ー
ズ
を
実
現
で
き

る
よ
う
現
在
推
進
し
て
い
る
。

　

今
後
も
補
助
金
制
度
や
窓
口
相

談
を
継
続
す
る
と
共
に
、
サ
ロ
ン

同
士
の
連
絡
会
の
開
催
や
先
進
地

の
事
例
紹
介
な
ど
の
支
援
で
、
息

の
長
い
サ
ロ
ン
運
営
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

　

公
共
施
設
の
借
地
に
つ
い
て

問 

①
公
共
施
設
借
地
の
扱
い
の

基
本
的
考
え
は
②
借
地
の
買
取
り

の
促
進
は
③
今
後
は
。

答 

総
務
政
策
課
長　

公
共
施
設

の
借
地
は
、
原
則
と
し
て
今
後
も

契
約
の
更
新
を
し
て
い
く
が
、
必

要
な
施
設
に
つ
い
て
は
、
将
来
に

備
え
財
源
を
積
み
立
て
、
財
政
状

況
を
考
慮
し
取
得
し
て
い
く
。

　

現
在
、
財
源
積
み
立
て
は
厳
し

い
状
況
で
あ
る
が
、
買
取
り
は
地

方
債
の
活
用
な
ど
も
検
討
し
な
が

ら
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

みんなで歌いましょう！地域交流サロン歌声喫茶

息
の
長
い
交
流
サ
ロ
ン
に
し
た
い

地
域
交
流
サ
ロ
ン
の
設
置
促
進
と
支
援
は

中
野
松
夫　

議
員

田
島
正
徳　

議
員

経営戦略の見直しを期待される「新しい村」

　

 「
株
式
会
社
新
し
い
村
」
の

　

株
主
で
あ
る
宮
代
町
と
し
て

問 

地
産
地
消
を
う
た
っ
て
い
る

の
に
、
地
場
産
以
外
の
農
産
物
が

増
加
し
、
住
民
か
ら
は
ス
ー
パ
ー

と
変
わ
ら
な
い
と
言
う
声
が
聞
か

れ
る
現
状
が
あ
る
が
、
方
向
転
換

を
し
た
の
か
。

答 

産
業
観
光
課
長　

特
に
方
向

転
換
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

ス
ー
パ
ー
化
・
職
員
の
資
質
低
下

な
ど
の
意
見
報
告
は
受
け
て
い
る
。

　

野
菜
の
端
境
期
な
ど
に
絶
対
数

量
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
農
産

物
を
仕
入
れ
に
よ
り
補
完
す
る
。

　

お
客
様
は
、
宮
代
町
の
新
鮮
な

野
菜
を
買
う
た
め
に
き
て
い
る
の

で
、
そ
ぐ
わ
な
い
管
理
運
営
が
あ

っ
た
場
合
は
是
正
を
求
め
て
い
る
。

問 

障
が
い
者
団
体
が
宮
代
町
内

で
の
「
入
所
施
設
建
設
」
に
つ
い

て
努
力
を
し
て
い
る
。
町
と
し
て

の
協
力
は
ど
の
よ
う
に
。

答 

福
祉
課
長　

今
後
、
入
所
施

設
建
設
の
方
向
性
が
見
い
だ
さ
れ

た
時
点
で
、
資
金
計
画
や
法
人
化

に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の

支
援
、
施
設
設
置
に
伴
う
市
町
村

長
の
意
見
書
の
作
成
を
し
た
い
。

問 

圏
央
道
周
辺
の
、
具
体
的
な

開
発
計
画
と
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

答 

産
業
観
光
課
長　

町
と
し
て

は
直
接
関
与
し
て
い
な
い
。
和
戸

横
町
地
区
の
地
権
者
と
民
間
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
と
の
間
で
協
議
・
実
現

の
話
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

内
容
は
、
水
田
9.2 

ha
を
民
間
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
主
導
型
開
発
で
地
権

者
47
名
全
員
が
同
意
し
て
い
る
。

「
農
」の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

「
株
式
会
社
新
し
い
村
」の
現
状
認
識
は

石
井
眞
一　

議
員

問 

中
島
地
区
新
橋
通
り
線
の
拡

幅
整
備
に
お
け
る
①
用
地
測
量
実

施
の
進
ち
ょ
く
状
況
。
②
拡
幅
道

路
に
か
か
る
地
権
者
は
何
名
か
。

③
物
件
調
査
の
着
手
時
期
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

事

業
主
体
で
あ
る
杉
戸
県
土
整
備
事

務
所
に
問
い
合
わ
せ
し
た
と
こ

ろ
、
①
現
在
用
地
測
量
の
発
注
の

準
備
中
で
あ
り
、
秋
ご
ろ
発
注
を

行
う
予
定
。
②
正
確
な
道
路
拡
幅

予
定
線
の
把
握
は
で
き
て
い
な
い

が
、
概
ね
50
名
。
③
本
年
度
予
定

し
て
い
る
用
地
測
量
の
成
果
を
基

に
、
来
年
度
に
用
地
、
補
償
交
渉

（
契
約
）
が
終
わ
り
次
第
行
っ
て

い
く
予
定
。

　

東
小
学
校
南
側
五
差
路
の

　

交
通
安
全
対
策
は

問 

信
号
機
設
置
に
つ
い
て
は
、

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
五
差
路
の
今
後
の
交

通
安
全
対
策
は
。

答 

町
長　

新
橋
通
り
線
の
延
伸

の
早
期
整
備
を
埼
玉
県
に
お
願
い

し
、
五
差
路
へ
の
交
通
量
の
削
減

を
図
る
。
信
号
機
設
置
以
外
の
安

全
対
策
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

答 

町
民
生
活
課
長　

担
当
、
杉

戸
県
土
整
備
事
務
所
と
相
談
を
し

て
、
周
知
看
板
な
ど
の
設
置
は
検

討
す
る
。

問 

商
工
業
活
性
化
基
本
条
例
策

定
の
進
ち
ょ
く
は
。

答 

産
業
観
光
課
長　

９
月
中
を

目
安
に
あ
と
数
回
を
予
定
、
条
文

校
正
の
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る

（
９
月
18
日
に
仮
称
宮
代
町
商
工
業

振
興
基
本
条
例
素
案
答
申
受
理
）。

用
地
測
量
の
発
注
準
備
中
秋
ご
ろ
測
量
実
施
予
定

中
島
地
区
新
橋
通
り
線
の
整
備
進
ち
ょ
く
状
況
は

拡幅整備に向けて用地測量が実施される中島地区新橋通り線

伊
草
弘
之　

議
員

第４次総合計画を実現するための後期実行計画の策定を

問 

後
期
実
行
計
画
の
①
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
②
前
期
計
画
の
検

証
方
法
と
、
後
期
計
画
へ
の
反
映

方
法
、
③
事
業
内
容
の
見
直
し
の

ポ
イ
ン
ト
は
。

答 

町
長　

①
平
成
27
年
度
の
夏

頃
ま
で
に
原
案
を
作
成
。
９
月
頃

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

12
月
議
会
前
に
は
報
告
し
た
い
。

　

②
住
民
意
識
調
査
な
ど
を
参
考

に
し
、
庁
内
の
検
証
を
経
て
総
合

計
画
審
議
会
で
審
議
し
て
い
く
。

　

③
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し

た
。
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
計
画
。
公

共
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
包
括
。
多

様
な
主
体
で
実
現
を
目
指
す
。
目

標
と
達
成
状
況
の
確
認
。
地
に
足

の
着
い
た
計
画
。
市
民
参
加
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

問 

都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針

を
示
す
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
見
直
し
検
討
状
況
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

第

４
次
総
合
計
画
の
内
容
に
一
部
整

合
し
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
が
、

施
策
に
は
大
き
な
乖か
い
り離
が
な
い
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
見
直
し
を
行

う
予
定
は
な
い
。

　

新
た
な
行
財
政
改
革

問 

行
財
政
改
革
の
推
進
で
改
革

は
進
ん
で
い
る
が
、
当
町
に
お
け

る
取
り
組
み
と
今
後
の
課
題
は
。

答 

町
長　

公
共
改
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
以
後
も
、
現
状
は
厳
し
い
財
政

状
況
で
あ
る
。

　

公
共
施
設
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
計

画
に
基
づ
き
施
設
を
削
減
し
、
新

規
事
業
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、

希
望
の
持
て
る
町
に
し
た
い
。

前
期
計
画
を
検
証
し
来
年
12
月
に
は
策
定
し
た
い

第
４
次
総
合
計
画
の
後
期
実
行
計
画
の
策
定
は
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一 般 質 問

合
川
泰
治　

議
員

問 

今
後
の
小
中
学
校
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
方
針
は
。

答 

町
長　

学
校
関
係
者
と
の
意

見
交
換
会
で
保
護
者
の
声
を
聞
い

た
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
か
ら
の

要
望
書
や
町
議
会
議
員
な
ど
の
意

見
も
考
慮
し
た
中
で
、
大
筋
で
は

方
向
性
が
一
致
し
て
い
る
と
の
認

識
を
持
っ
た
。
最
終
的
に
は
、

「
可
能
な
限
り
早
期
の
全
普
通
教

室
へ
の
設
置
」
を
町
方
針
と
し
た
。

　

し
か
し
、
町
の
財
政
環
境
は
一

段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
多
額

の
財
源
を
要
す
る
新
規
課
題
や
重

要
案
件
も
数
々
あ
る
の
で
、
ま
だ

具
体
的
な
計
画
を
示
す
に
至
っ
て

い
な
い
。
来
年
度
に
向
け
て
、
収

支
見
通
し
の
整
理
を
踏
ま
え
、
導

入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
具
体
化
し
て

い
く
。

問 

合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
合
併

す
べ
き
と
の
方
向
性
が
で
た
場
合
、

そ
の
後
の
対
応
は
。

答 

町
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

に
よ
っ
て
、
合
併
の
是
非
、
具
体

的
な
枠
組
み
を
確
定
す
る
も
の
で

は
な
い
。

問 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
合
わ
せ
て
、
町
で
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

答 

産
業
観
光
課
長　

今
年
の
11

月
に
は
、
「
み
や
し
ろ
つ
な
が
り

イ
ベ
ン
ト
和
ｅ
輪
ｅ
」
が
実
施
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
こ
れ

か
ら
先
も
続
い
て
、
６
年
後
に
大

き
く
育
っ
て
い
れ
ば
、
着
地
型
観

光
と
し
て
多
く
の
お
客
様
を
迎
え

入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
期

待
を
し
て
い
る
。

ま
だ
具
体
的
な
計
画
は
示
せ
て
い
な
い

今
後
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

将来的な計画を示してから

金
子
正
志　

議
員

宮代町

杉戸町

春日部市

久喜市

白岡市 宮代町

杉戸町

隣接する３市１町。対等合併が理想

問 

今
年
８
月
か
ら
「
市
町
村
合

併
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
」
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
合
併
ア
ン
ケ

ー
ト
に
関
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
10
年
間
の
近
隣
市
町
の
変
化

に
と
も
な
い
、
住
民
の
意
識
も
変

化
し
、
今
後
の
宮
代
を
心
配
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
調
査

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
評
価
す
る
住

民
が
多
い
。

①
実
施
中
に
町
に
は
、
町
民
か
ら

質
問
や
意
見
は
届
い
て
い
る
か
。

②
調
査
の
結
果
は
11
月
に
Ｈ
Ｐ
、

12
月
に
広
報
に
掲
載
さ
れ
る
。
ど

の
程
度
詳
し
く
掲
載
す
る
の
か
。

③
近
隣
市
町
に
は
、
ど
の
よ
う
に

報
告
す
る
の
か
。

④
町
長
は
こ
の
調
査
を
実
施
し
た

こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
自
己
評
価

し
て
い
る
か
。

答 

町
長　

①
調
査
の
目
的
や
内

容
、
対
象
者
の
抽
出
方
法
な
ど
に

つ
い
て
の
質
問
が
数
件
来
て
い
る
。

調
査
票
は
９
月
17
日
ま
で
に
郵
送

回
答
を
お
願
い
し
て
お
り
、
そ
の

後
、
集
計
作
業
に
入
る
。

②
結
果
の
公
表
は
平
成
14
年
と
同

じ
程
度
に
な
る
。

③
調
査
の
実
施
に
当
た
り
近
隣
３

市
１
町
の
市
長
、
町
長
、
議
長
に

説
明
に
伺
っ
た
。
結
果
が
ま
と
ま

り
次
第
、
私
か
ら
直
接
報
告
す
る
。

④
結
果
は
出
て
い
な
い
が
合
併
に

か
か
る
住
民
意
識
調
査
実
施
に
至

っ
た
こ
と
は
、
住
民
の
皆
様
方
の

合
併
に
対
す
る
思
い
、
考
え
方
の

客
観
的
指
針
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

合
併
に
対
す
る
客
観
的
指
標
を
読
む

合
併
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
し
た
評
価
は

関　

弘
秀　

議
員

身近で活用しやすく

問 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
点
検

と
徹
底
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
地
震
編
と
洪
水
編
の
２

種
類
作
成
。
地
震
に
つ
い
て
は
、

町
内
を
震
源
と
す
る
直
下
型
地
震

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.9
の
地
震
を

想
定
し
、
揺
れ
や
す
さ
や
家
屋
倒

壊
な
ど
の
危
険
性
が
高
い
地
域
を

掲
載
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
洪
水
に
つ
い
て
は
、
堤

防
の
決
壊
に
よ
る
大
洪
水
の
被
害

想
定
に
基
づ
き
、
浸
水
想
定
区
域

や
洪
水
予
報
の
伝
達
方
法
、
避
難

場
所
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
し

か
し
、
首
都
直
下
型
地
震
や
豪
雨

被
害
な
ど
の
危
険
性
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
震
、
洪
水

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
１
冊
に
ま

と
め
、
防
災
情
報
な
ど
も
盛
り
込

み
、
新
た
な
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

と
し
て
作
成
を
検
討
し
て
い
く
。

問 

豪
雨
・
浸
水
へ
の
対
処
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

即
時
対
策

と
し
て
職
員
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、

土ど
の
う嚢
作
成
、
設
置
、
冠
水
箇
所
へ

の
通
行
止
め
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　

抜
本
対
策
と
し
て
は
、
河
川
の

改
修
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

姫
宮
落
川
の
改
修
を
埼
玉
県
に
要

望
し
て
い
く
。

問 

防
災
無
線
の
難
聴
対
策
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

子
局
ア
ン

プ
出
力
の
上
昇
、
ス
ピ
ー
カ
ー
角

度
や
高
さ
の
変
更
、
交
換
、
ま
た
、

防
災
無
線
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
５

回
線
開
設
、
広
報
紙
の
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
新
た
な
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
検
討

地
震
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
は

問 

今
後
の
装
備
の
更
新
計
画
と

団
員
確
保
に
向
け
て
の
支
援
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

装
備
の
基

準
が
26
年
ぶ
り
に
改
正
。
今
後
の

装
備
の
更
新
や
新
た
な
配
備
は
、

財
政
面
か
ら
詳
細
な
計
画
の
作
成

は
し
て
い
な
い
が
、
地
理
や
地
域

性
を
勘
案
し
、
団
員
の
安
全
確
保

を
最
優
先
に
考
え
る
。

　

団
員
確
保
の
支
援
は
、
先
進
事

例
と
効
果
を
見
極
め
、
当
町
に
最

も
適
し
た
方
法
を
探
し
て
い
く
。

問 

街
路
樹
や
私
有
地
の
垣
根
な

ど
の
繁
茂
や
害
虫
の
適
正
管
理
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

車

や
歩
行
者
な
ど
の
通
行
や
信
号
機

に
支
障
が
な
い
よ
う
木
本
来
の
樹

形
や
性
質
、
植
栽
場
所
の
環
境
な

ど
に
配
慮
し
て
、
害
虫
の
駆
除
や

剪
定
な
ど
適
切
に
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
日
頃
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
に
よ
り
、
街
路
樹
の
生
育
状
況

や
周
辺
環
境
を
確
認
し
適
正
に
管

理
し
て
い
く
。

問 

古
利
根
川
ま
る
ご
と
再
生
の

進
み
具
合
は
。

答 

県
事
業
で
あ
る
が
、
渇
水
期

の
10
月
頃
ま
で
に
工
事
を
発
注
し
、

年
度
末
の
工
期
の
予
定
で
あ
る
。

懸
案
の
４
本
の
桜
は
、
地
元
自
治

会
の
要
望
を
受
け
検
討
し
た
結
果
、

河
川
の
維
持
管
理
や
、
道
路
の
交

通
安
全
上
好
ま
し
く
な
い
と
結
論
。

　

町
か
ら
管
理
者
と
県
に
伐
採
の

要
望
書
を
提
出
。
区
間
以
外
の
整

備
だ
が
、
河
川
の
上
流
か
ら
下
流

ま
で
が
事
業
の
対
象
で
あ
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
フ
ェ
ン
ス
の
修
繕
や

更
新
を
検
討
し
て
い
る
。

今年宮代署に配備された新型タンク車

先
進
事
例
と
効
果
を
見
極
め
、支
援
し
て
い
く

消
防
団
装
備
の
充
実
と
団
員
確
保
は

島
村　

勉　

議
員
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加
納
好
子　

議
員

　

人
口
増
の
分
析
と
対
策

問 

平
成
25
年
４
月
を
底
に
宮
代

町
の
人
口
は
増
に
転
じ
た
よ
う
だ
。

①
増
え
た
地
域
は
ど
こ
か
。
②
年

代
別
で
は
ど
ん
な
世
代
か
。
③
学

校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
増
減
は
。

④
傾
向
と
対
策
は
。

答 

総
務
政
策
課
長　

２
０
１
４

年
５
月
か
ら
１
年
３
か
月
を
見
て

も
２
１
３
人
増
え
た
。

　

①
平
成
25
年
３
月
か
ら
26
年
８

月
の
間
に
、
道
仏
地
区
が
３
３
６

人
、
中
央
地
区
が
90
人
、
宮
代
地

区
が
64
人
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

②
年
代
別
で
増
え
た
世
代
は
、

団
塊
の
世
代
が
高
齢
化
を
迎
え
て

増
え
て
い
る
が
、
当
町
の
特
徴
と

し
て
国
全
体
で
少
子
化
が
進
む
中
、

０
〜
４
歳
の
児
童
が
63
人
の
増
と

な
っ
た
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
の

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。

　

③
中
学
校
、
小
学
校
に
変
化
は

特
に
な
い
。
が
、
町
内
保
育
園
の

需
要
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平

成
24
年
度
と
25
年
度
を
比
較
す
る

と
、
延
べ
人
数
１
７
５
人
の
増
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
田
保

育
園
の
完
成
で
潜
在
的
な
需
要
へ

対
応
が
で
き
た
こ
と
に
よ
る
と
考

え
る
。
私
立
幼
稚
園
は
５
名
の
増
。

　

④
急
激
な
人
口
増
は
急
激
な
高

齢
化
を
招
く
こ
と
に
な
る
か
ら
、

緩
や
か
な
人
口
増
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。
国
全
体
で
は
大
幅
な
人

口
減
少
が
続
く
が
、
当
町
は
都
心

に
近
く
、
人
口
増
の
要
素
は
ま
だ

残
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
町
の
資

源
を
活
か
し
な
が
ら
定
住
促
進
に

つ
な
げ
た
い
。

０
〜
４
才
児
が
前
年
度
比
で
63
人
増
え
た

宮
代
町
で
子
育
て
世
代
は
増
え
て
い
る
の
か

道仏区画整理地内・休日の午後には、子どもたちの声がひびく

小
河
原　

正　

議
員

空き家条例の円満な推進を

問 

宮
代
町
空
き
家
条
例
で
、
前

議
会
で
答
弁
し
た
指
針
策
定
作
業

は
進
ち
ょ
く
し
て
い
る
か
。

答 

町
民
生
活
課
長　

指
針
策
定

作
業
は
、
指
針
の
背
景
、
現
状
課

題
の
内
容
に
つ
い
て
作
業
を
進
め

て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
は
、
こ
の
秋
の
臨

時
国
会
に
お
い
て
「
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

案
」
の
審
議
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
法
案
は
、
市
町
村
が
行
う

空
家
等
対
策
の
円
滑
な
実
施
の
た

め
、
空
家
等
に
関
す
る
施
策
の
実

施
に
要
す
る
費
用
の
補
助
、
地
方

交
付
税
制
度
の
拡
充
、
必
要
な
税

制
上
の
措
置
な
ど
に
つ
い
て
も
検

討
さ
れ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

法
案
の
動
向
を
見
極
め
た
い
。

　

ま
た
、
法
律
等
制
定
ま
で
の
間

は
、
先
進
地
の
他
市
町
の
取
り
組

み
を
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

問 

竜
巻
・
大
雨
の
特
別
警
報
の

対
策
と
対
応
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

台
風
や
竜

巻
に
よ
る
大
規
模
な
被
害
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は
、
消
防

庁
・
気
象
庁
か
ら
直
接
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
を
介
し
、
町
の
防
災
無
線
の
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
さ
れ
る
。

　

聞
き
づ
ら
い
地
域
、
特
に
障
が

い
者
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
や
土
砂

災
害
警
戒
地
域
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
浸
水
想
定
区
域
に
あ
る

世
帯
に
は
、
戸
別
受
信
機
を
設
置

す
る
よ
う
消
防
庁
か
ら
事
務
連
絡

が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
様
々
な

面
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

法
案
の
動
向
を
見
極
め
て
策
定
す
る

空
き
家
条
例
の
指
針
策
定
は

丸
藤
栄
一　

議
員

歩道橋に「危険　急なカーブあり」の大きな表示を設置すべき

問 

８
月
５
日
の
説
明
会
だ
け
で

結
論
を
出
す
に
は
無
理
が
あ
る
。

住
民
の
声
も
反
映
さ
れ
て
し
か
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

町
民
生
活
課
長　

信
号
機
設

置
が
可
能
な
の
は
、
今
回
示
し
た

交
差
点
改
良
の
パ
タ
ー
ン
の
み
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　

交
差
点
改
良
変
更
の
余
地
が
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
信
号
機
の

設
置
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

問 

今
回
の
説
明
会
に
至
る
ま
で

の
経
過
で
、
最
も
協
力
が
必
要
な

地
権
者
や
周
辺
住
民
へ
の
対
応
の

あ
り
方
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

答 

町
民
生
活
課
長　

杉
戸
県
土

整
備
事
務
所
と
相
談
し
、
あ
い
ま

い
な
予
想
図
よ
り
も
具
体
的
な
図

面
が
で
き
た
段
階
で
皆
さ
ん
に
示

し
、
意
見
を
伺
う
こ
と
と
し
た
。

　

今
後
の
交
通
安
全
対
策
は
？

問 

大
き
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
も
引
き
続
き
信
号
機
の
設

置
の
方
向
で
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答 
町
長　

関
係
す
る
地
権
者
・

周
辺
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

な
か
で
、
信
号
機
を
設
置
す
る
に

は
無
理
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

今
後
、
新
橋
通
り
線
の
延
伸
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
み
、
五
差

路
の
交
通
量
を
減
ら
し
、
事
故
を

少
し
で
も
な
く
し
て
い
き
た
い
。

「
急
カ
ー
ブ
あ
り
」
の
表
示
を

問 

「
急
カ
ー
ブ
あ
り
」
の
大
き
な

看
板
、
標
識
を
五
差
路
手
前
の
上

り
・
下
り
へ
設
置
す
べ
き
で
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

今
後
、
杉

戸
県
土
整
備
事
務
所
、
警
察
署
、

町
と
協
議
の
上
、
検
討
す
る
。

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

五
差
路
へ
の
信
号
機
設
置
は
ど
う
な
る

　一部事務組合
平成25年度決算　

　◦久喜宮代衛生組合

　◦埼玉東部消防組合

歳入
37億7,541万円（前年度比13％増）

歳出
36億4,930万円（前年度比15％増）

監査委員決算審査意見書（抜粋）
　組合を構成する久喜市および宮代町では、急
激な少子高齢化社会の進行や生活保護世帯の増
加等、現在以上に厳しい財政状況が続くと見込
まれる。市や町からの負担金のさらなる減額は
避けられないと考えるが、組合がこれまで実施
してきた適切な施設整備及び運営、安全で効率

的なごみ処理行政は、今後
も続けていく必要がある。
そのため、組合は最小の経
費で最大の効果をあげるべ
く、組合体制の抜本的な改
革等を含め、前例にとらわ
れることなく、大胆な発想
で施策を行っていただきた
い。

歳入　　63億3,157万円
歳出　　60億5,305万円

監査委員決算審査意見書（抜粋）
　埼玉東部消防組合は、加須市、久喜市、幸手市、
白岡市、宮代町および杉戸町による負担金によ
り運営している。
　また、高機能消防指令センター整備事業は高
額な経費を要し、その主な財源は組合債である
ことから、組合市町に大きな後年度負担を強い
るものである。
　組合規約別表において、広域化後３年以内に
定員･施設適正化計画等を策定するとされてい
るが、消防組合の広域化後の指標であり、この
計画が組合の消防力を左右すること、そして直
接住民サービスに影
響することを十分認
識し、今まで以上に
組合市町と連絡調整
を密にし、今後とも
適切な行財政運営に
努めていただきたい。
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　手話とは、日本語を音声だけでなく手や指、体などの動きや
顔の表情を使う独自の語彙や文法体系をもつ言語である。手
話を使うろう者にとって、聞こえる人たちの音声言語と同様に、
大切な情報獲得とコミュニケーションの手段として大切に守ら
れてきた。
　2006年（平成18年）12月に採択された国連の障害者権利条
約の第２条には、『「言語」とは、音声言語及び手話その他の形
態の音声言語をいう。』と定義され、手話が言語として国際的
に認知された。
　障害者権利条約の批准に向けて日本政府は国内法の整備を進め、2011年（平成23年）８月に
一部改正された「障害者基本法」第３条において、「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を含
む。）その他の意思疎通のための手段についての選択の機会が確保される」と定め、手話は言語に
含まれることが明記された。
　また、同法第22条では国・地方公共団体に対して情報のバリアフリー化を義務づけている。
手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、手話を使った情報の提供やコミュニ
ケーションが保障され、自由に手話が使える社会環境整備に向けた法整備を国として実現する必
要があると考える。
　よって、国においては、下記の内容を早期に講ずることを強く要望する。

記

　手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、きこえない子どもが手話を身につ
け、手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語として普及、研究することのできる環境
整備を目的とした「手話言語法（仮称）」を制定すること。

全員一致で可決し、政府へ―――――――――――――――――――――
内閣総理大臣はじめ、関係機関へ送りました

意見書

手話言語法（仮称）制定を求める 

　
　
　
　
　
　

山
下
秋
夫
議
員　

　

聴
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
手
話
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
情
報
を
得

る
重
要
な
「
言
語
」
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

国
は
手
話
を
言
語
と
し
て
認
め
て
お
ら

ず
、
そ
の
た
め
に
聴
覚
障
が
い
者
は
今
も

さ
ま
ざ
ま
な
不
利
益
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

読ど
く
し
ん唇

や
筆
記
に
よ
る
会
話
は
、
聴
覚
障

が
い
者
に
と
っ
て
は
技
術
的
に
も
物
理
的

に
も
難
し
い
点
が
多
く
、
こ
れ
ら
に
比
べ

て
手
話
は
優
位
に
あ
り
ま
す
。

　

聴
覚
障
が
い
者
か
ら
は
、「
私
た
ち
が

学
校
で
日
本
語
と
手
話
の
２
つ
を
対
等
に

学
べ
る
こ
と
」「
ど
こ
で
も
気
兼
ね
な
く

手
話
が
使
え
、
公
共
の
場
で
手
話
に
よ
る

情
報
伝
達
が
あ
る
こ
と
」
が
切
実
に
要
望

さ
れ
て
い
ま
す
。

賛
成
討
論

手話通訳者を派遣しての議会傍聴

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予

算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２

億
９
，
９
２
１
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
94
億
５
，
１
３

３
万
円
と
し
た
。

　

内
容
は
、
前
年
度
繰
越
金

の
確
定
。
職
員
の
人
事
異
動

お
よ
び
共
済
組
合
負
担
金
率

の
改
定
。
子
ど
も
の
水
ぼ
う

そ
う
お
よ
び
高
齢
者
の
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
の
実
施
な
ど

が
主
な
も
の
。

問　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
と

子
ど
も
の
水
痘
予
防
接
種
に

つ
い
て
の
補
正
内
容
は
。

答　

２
つ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、

こ
れ
ま
で
任
意
接
種
だ
っ
た

が
、
予
防
接
種
法
の
改
正
に

よ
り
、
10
月
か
ら
定
期
接
種

に
な
る
。

　

水
痘
ワ
ク
チ
ン
は
８
８
７

人
を
予
定
し
て
い
る
。
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
２
，
２
３

７
人
の
６
割
が
接
種
見
込
み

で
あ
る
。

問　

徴
収
対
策
事
業
で
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
実
施
と
あ
る

が
、
設
置
や
業
務
内
容
は
。

答　

町
税
の
収
納
率
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
あ
た
り
、
業

者
を
選
定
の
上
、
新
規
雇
用

を
２
名
、
監
督
者
を
１
名
、

合
計
３
名
予
定
し
、
こ
う
し

た
方
で
役
場
以
外
の
会
社
か

ら
電
話
を
か
け
て
も
ら
う
セ

ン
タ
ー
方
式
で
進
め
て
い
き

た
い
。

問　

個
人
情
報
の
問
題
は
大

丈
夫
な
の
か
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
は
、

業
務
委
託
仕
様
書
や
秘
密
の

保
持
に
係
る
誓
約
書
の
提
出

な
ど
に
よ
り
個
人
情
報
の
管

理
徹
底
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

今
後
、
３
４
０
万
円
で

２
年
契
約
な
の
か
。

答　

補
助
事
業
と
し
て
１
年

間
行
う
。
例
え
ば
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
12
月
か
ら
導
入
し

た
場
合
、
本
年
度
は
３
月
ま

で
の
４
か
月
間
。
翌
年
度
は

再
契
約
を
し
て
４
月
か
ら
残

り
８
か
月
間
実
施
で
き
る
と

な
っ
て
い
る
。

問　

業
者
に
委
託
し
、
職
員

は
そ
の
あ
い
た
時
間
を
ど
う

す
る
の
か
。

答　

職
員
の
現
年
分
の
催
告

に
要
す
る
負
担
は
軽
減
さ
れ

る
が
、
そ
の
分
は
滞
納
整
理

の
時
間
に
十
分
活
用
す
る
。

　
　

    　
　

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
認
定
〉

問　

₆₅
歳
以
上
で
新
た
に
重

度
心
身
障
が
い
者
に
認
定
さ

れ
た
方
を
助
成
の
対
象
外
に

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
対

象
者
は
何
人
で
、
こ
れ
に
よ

る
財
政
的
な
影
響
は
。

答　

平
成
25
年
度
ベ
ー
ス
で

56
人
。
医
療
費
に
換
算
し
た

場
合
、
年
間
約
２
５
０
万
円

の
影
響
額
と
見
込
ん
で
い
る
。

補 正 ・ 条 例

町
税
な
ど
の
収
納
率
ア
ッ
プ
へ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置

平成26年度　各会計別補正予算の状況
会計名 補正（追加）額 補正後の予算額

一般会計 2億9,921万円 94億5,133万円

国民健康保険 5,946万円 42億 105万円

介護保険 1億2,717万円 25億4,877万円

後期高齢者医療 75万円 3億8,347万円

公共下水道事業 3,624万円 8億8,497万円

農業集落排水事業 561万円 5,860万円

水道事業会計
収益的支出

　営業費用・特別損失 △334万円 7億9,513万円

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

支
給
条
例
の
一
部
改
正　


